
ガ
ザ
地
区
の
出
来
事

は
じ
め
に
中
井
秀
紀
氏
（
勤
医
協

病
院
医
師
、
写
真
左
）
が
主
催
者
挨

拶
を
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
パ
レ
ス

チ
ナ
、
ガ
ザ
地
区
シ
フ
ァ
病
院
外
科

部
長
の
ブ
ル
シ
ェ
医
師
が
イ
ス
ラ
エ

ル
軍
に
よ
り
拷
問
死
し
た
こ
と
に
触

れ
た
。
命
が
け
で
患
者
を
救
っ
て
い

た
医
師
が
ハ
マ
ス
へ
の
協
力
を
疑
わ

れ
た
と
い
う
。
小
林
多
喜
二
は
91
年

前
に
特
高
に
よ
り
拷
問
死
し
た
が
、

現
代
に
お
い
て
も
他
国
で
同
様
の
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識

し
た
。
「
防
衛
費
が
増
大
す
る
中
、

日
本
は
武
力
で
は
な
く
対
話
で
信
頼

醸
成
を
」
と
い
う
言
葉
が
響
い
た
。

息
子
を
奪
わ
れ
た
母
の
思
い

市
民
に
よ
る
構
成
劇

２
月
20
日―

小
林
多
喜
二
の
お
母
さ
ん
へ―

１
９
３
３
年
（
昭
和
８
年
）
２
月

20
日
、
多
喜
二
は
東
京
築
地
警
察
署

で
の
特
高
の
拷
問
に
よ
り
、
絶
命
し

た
。
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟

の
同
志
と
し
て
活
動
し
て
い
た
壷
井

繁
治
も
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
て
い
た

が
、
彼
の
死
を
知
り
、
追
悼
詩
を
書

い
た
。
ま
た
、
三
浦
綾
子
は
「
母
」

と
い
う
作
品
を
通
し
、
軍
国
主
義
国

家
権
力
の
弾
圧
で
息
子
を
殺
さ
れ
た

母
セ
キ
の
怒
り
と
悲
し
み
を
描
い
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
を
も
と
に
脚
色
さ
れ

た
、
歌
と
語
り
、
群
読
に
よ
る
市
民

に
よ
る
構
成
劇
が
上
演
さ
れ
た
。

（
下
写
真
）

【
母
・
小
林
セ
キ
さ
ん
の
こ
と
ば
】

あ
ー
ま
た
こ
の
二
月
の
月
か
き
た
／
ほ
ん

と
う
に
こ
の
二
月
と
ゆ
月
か
／
い
や
な
月

こ
い
を
い
パ
い
に
／
な
き
た
い
ど
こ
い
い

て
も
な
か
れ
／
な
い
あ
ー
て
も
ラ
チ
オ
て

／
し
こ
す
た
し
か
る
／
あ
ー
な
み
た
か
て

る
／
め
か
ね
か
く
も
る

（
遺
品
の
メ
モ
よ
り
）
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小
樽
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩

い
て
ご
当
地
な
ら
で
は

の
人
、
物
、
事
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

第
１
回
は
小
樽
の
ご

当
地
グ
ル
メ
、
「
龍
鳳
」

の
あ
ん
か
け
焼
そ
ば
を

紹
介
し
ま
す
。

（
大
塚
翔
太
）

２
玉
の
大
盛
り

味
変
で
最
後
ま
で
美
味
し
く

駅
か
ら
徒
歩
10
分
の
「
龍
鳳
」
、

ケ
ン
ミ
ン
シ
ョ
ウ
や
千
鳥
の
相
席

食
堂
で
も
紹
介
さ
れ
た
人
気
店
で

す
。
大
食
い
の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
佐
藤

や
み
の
も
ん
た
、
ま
い
う
ー
で
有

名
な
石
塚
英
彦
ら
が
来
店
し
て
い

ま
す
。

一
人
前
が
２
玉
と
い
う
大
盛
り

で
高
校
生
な
ど
に
沢
山
食
べ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た

ら
し
い
で
す
。

今
回
食
べ
た
五
目
あ
ん
か
け
焼

そ
ば
は
、
椎
茸
や
白
菜
と
い
っ
た

野
菜
類
の
ほ
か
に
う
ず
ら
の
卵
、

豚
肉
、
エ
ビ
な
ど
様
々
な
具
材
が

入
っ
て
お
り
、
と
て
も
量
が
多
く

感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
ん
の

お
か
げ
で
冷
め
な
い
の
で
、
最
後

ま
で
美
味
し
い
。
端
に
あ
る
辛
子

や
卓
上
に
あ
る
調
味
料
な
ど
で
味

変
も
で
き
る
の
で
、
量
が
苦
に
な

ら
ず
、
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

小樽逍遙（１）
あんかけ焼そば

「龍鳳」稲穂4-4-9

五目あんかけ焼そば

多
喜
二
の
視
点
で
小
樽
を
深
掘
り

６
月
１
日
、
マ
リ
ン
ホ
ー
ル
で
「
多
喜
二
祭
」
が
開
催
さ
れ
た
。
没
後
91
年
目
の
記

念
の
つ
ど
い
は
、
市
民
に
よ
る
構
成
劇
と
記
念
講
演
の
２
部
構
成
だ
っ
た
。
小
林
多
喜

二
の
愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
小
樽
、
「
北
海
道
の
心
臓
と
呼
ば
れ
る
ま
ち
」
と
い
う
表

現
を
残
し
た
多
喜
二
の
視
点
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
小
樽
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら
可
能

性
や
課
題
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。

（感想）多喜二の歩み、母セキの深い悲しみが伝わる本格的な劇で心を動かされた。特にセキを演じた

石田美樹子さん（中央）の演技が印象に残った。

小林多喜二（こばやし たきじ）
、

1903年（明治36

年）12月1日- 1

933年（昭和8年）

2月20日）は、

日本のプロレタ

リア文学の代表

的な小説家、共

産主義者、社会

主義者、政治運

動家。日本プロレタリア作家同盟書

記長。日本共産党党員。

4歳のとき、一家で北海道の小樽

に移住、小樽高等商業学校（現・小

樽商科大学）に学ぶ。小樽で銀行に

勤めてから、葉山嘉樹、ゴーリキー

などの作品を通じてプロレタリア作

家の自覚を持ち、小樽の労働運動に

も関わり始めた。

1928年、共産党関係者大検挙（三・

一五事件）の小樽を題材にした『一

九二八年三月十五日』をプロレタリ

ア文学の機関誌「戦旗」に載せ、翌

年には『蟹工船』を発表して評価を

得た。また、大農場の小作人と小樽

の労働者の共同闘争を描いた『不在

地主』（1929年）が原因で銀行を解

雇された。その後は投獄と保釈をく

りかえし、1931年、非合法の共産党

に正式に入党。しかし1933年、警察

に逮捕・虐殺された。

（写真は28歳の頃、自宅で）

（ウイキペディアより）



か
つ
て
、
多
喜

二
は
「
小
樽
は
人

口
15
～
16
万
の
、

街
並
み
が
山
腹
に

階
段
形
に
這
い
上

が
っ
た
港
町
で
、

広
大
な
北
海
道
の

奥
地
か
ら
集
ま
っ

て
き
た
物
産
が
、

そ
こ
か
ら
又
内
地

へ
出
て
行
く
謂
わ

ば
北
海
道
の
「
心

臓
」
み
た
い
な
都
会
で
あ
る
」
と
表
現
し

た
（
「
女
人
芸
術
」
１
９
３
２
年
１
月
号

「
郷
里
の
顔
」
よ
り
）
。

そ
の
背
景
に
は
小
樽
に
や
っ
て
き
た
様
々

な
人
々
の
「
民
の
力
」
が
あ
り
、
小
樽
の

街
を
発
展
さ
せ
、
衰
退
し
た
時
期
に
も
街

の
再
生
を
支
え
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

小
樽
の
日
本
遺
産
の
タ
イ
ト
ル
は
「
北

海
道
の
「
心
臓
」
と
呼
ば
れ
た
ま
ち
」
で

あ
る
。
高
野
氏
は
多
喜
二
の
視
点
か
ら
日

本
遺
産
を
深
掘
り
し
、
小
樽
の
ま
ち
づ
く

り
の
可
能
性
と
課
題
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

日
本
遺
産
認
定
を
目
指
し
て

日
本
遺
産
は
、
地
域
の
文
化
遺
産

を
活
か
し
て
、
地
元
を
活
性
化
す
る
、

そ
れ
を
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
認
定
す

る
も
の
で
、
地
域
の
魅
力
を
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
役
目
、
シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ

イ
ド
を
醸
成
す
る
働
き
が
あ
る
。
昨

年
は
小
樽
運
河
建
築
百
年
を
祝
う
催

し
が
あ
り
、
構
成
文
化
財
の
一
つ
で

あ
る
旧
北
海
製
缶
第
３
倉
庫
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
な
さ
れ
た
。

日
本
遺
産
認
定
は
今
年
審
査
さ
れ

る
が
、
認
定
を
求
め
る
背
景
に
は
、

小
樽
市
の
人
口
減
や
観
光
滞
在
時
間

の
短
さ
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。
市

民
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
街
、
そ
し

て
観
光
都
市
と
し
て
の
魅
力
を
磨
く

こ
と
を
両
立
さ
せ
る
狙
い
が
あ
る
。

こ
の
認
定
を
目
指
す
中
で
「
ど
ん
な

ま
ち
を
作
っ
て
い
く
か
」
の
議
論
が

市
民
の
中
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

れ
て
い
る
。

秋
田
か
ら
移
住
し
パ
ン
屋
営
む

多
喜
二
の
こ
の
文
章
は
２
０
１
９

年
に
歴
史
文
化
基
本
構
想
の
中
で
引

用
さ
れ
て
い
る
。
多
喜
二
は
秋
田
県

に
生
ま
れ
た
が
、
４
歳
の
と
き
に
一

家
で
北
前
船
の
寄
港
地
で
あ
っ
た
小

樽
に
移
住
し
、
一
家
は
叔
父
の
つ
て

で
パ
ン
屋
を
開
い
た
。
当
時
、
小
樽

に
は
大
勢
の
港
湾
労
働
者
が
い
て
、

パ
ン
の
需
要
が
あ
り
、
店
は
繁
盛
し

た
よ
う
だ
。
小
樽
市
は
日
本
遺
産

「
炭
鉄
港
」
（
空
知
の
石
炭
、
室
蘭

の
鉄
、
小
樽
の
港
）
の
認
定
自
治
体

の
一
部
で
も
あ
る
。
多
喜
二
の
親
が

築
港
の
若
竹
町
で
営
ん
だ
「
三
つ
星

パ
ン
」
の
支
店
に
は
タ
コ
部
屋
労
働

者
も
来
た
と
い
う
が
、
分
け
隔
て
な

く
対
応
し
た
と
い
う
。

小
樽
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
多
喜
二

日
本
遺
産
候
補
地
域
「
北
海
道
の

心
臓
と
呼
ば
れ
た
ま
ち
」
の
ス
ト
ー

リ
ー
に
は
次
の
４
つ
の
要
素
が
あ
る
。

①
港
と
鉄
道
（
大
動
脈
に
よ
る
ゴ
ー

ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
。
石
炭
が
港
か
ら
運

び
出
さ
れ
た
。
）
②
金
融
（
経
済
の

血
液
、
金
融
が
生
ん
だ
北
日
本
随
一

の
経
済
都
市
）

③
運
河
保
存
運
動

～
観
光
都
市
へ

⓸
歴
史
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
、
で
あ
る
。

「
天
狗
山
か
ら
の
眺
望
は
北
の
方

は
海
、
三
方
山
に
囲
ま
れ…

」
と
多

喜
二
は
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
富
岡

町
か
ら
市
街
地
を
臨
む
と
「
階
層
化
」

が
見
え
る
と
も
。
北
前
船
の
船
主
で

あ
っ
た
西
谷
家
は
５
代
目
と
文
化
や

芸
術
を
愛
し
、
社
会
問
題
に
関
心
が

深
か
っ
た
６
代
目
と
の
間
に
相
克
が

あ
っ
た
と
い
う
。
６
代
目
は
画
家
の

中
村
善
策
を
支
え
た
。
中
村
氏
は
多

喜
二
の
友
人
で
あ
っ
た
。

日
露
戦
争
後
、
南
樺
太
と
の
貿
易

が
盛
ん
に
な
り
、
大
手
銀
行
が
立
ち

並
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
街
が
で
き
た
。
こ
の

頃
、
多
喜
二
は
小
樽
商
大
に
入
学
す

る
。
当
時
、
日
本
郵
船
小
樽
支
店
、

料
亭
、
ホ
テ
ル
、
商
工
会
議
所
な
ど

が
建
設
さ
れ
、
現
在
も
歴
史
的
建
造

物
と
し
て
活
か
さ
れ
て
い
る
。
多
喜

二
は
北
海
道
拓
殖
銀
行
に
就
職
す
る

が
、
そ
の
建
物
は
現
在
、
似
鳥
美
術

館
に
な
っ
て
い
る
。
文
学
で
は
同
人

誌
「
ク
ラ
ル
テ
」
を
創
刊
、
こ
の
頃
、

田
口
タ
キ
と
出
会
い
、
身
請
け
し
て

い
る
。
映
画
館
で
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の

映
画
を
見
た
り
、
喫
茶
「
越
治
」
や

「
シ
ベ
リ
ア
」
で
仲
間
と
文
学
活
動

や
労
働
運
動
を
展
開
し
た
。
１
９
２

６
年
（
大
正
15
年
）
に
は
小
樽
第
１

回
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
、
港
湾
争
議

の
演
説
会
を
支
え
た
。

こ
の
頃
、
小
樽
の
イ
ン
フ
ラ
の
骨

格
が
で
き
て
き
た
。
北
防
波
堤
、
小

樽
公
園
、
奥
沢
水
源
地
、
小
樽
運
河
、

倉
庫
群
な
ど
で
あ
る
。
北
海
製
罐
第

３
倉
庫
は
多
喜
二
の
『
工
場
細
胞
』

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
場
所
で
、
近
代

的
な
工
場
が
労
働
者
を
歯
車
の
よ
う

に
働
か
せ
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

『
東
倶
知
安
紀
行
』
は
山
本
懸
蔵
の

選
挙
応
援
の
様
子
が
描
か
れ
た
。

『
蟹
工
船
』
は
多
喜
二
の
名
声
を
確

立
さ
せ
た
小
説
で
あ
る
。
『
不
在
地

主
』
は
磯
野
小
作
争
議
を
扱
い
、
こ

れ
に
よ
っ
て
拓
殖
銀
行
を
解
雇
さ
せ

ら
れ
た
。
『
転
形
期
の
人
々
』
（
未

完
）
は
階
層
化
さ
れ
た
小
樽
が
描
か

れ
、
運
河
の
ほ
と
り
の
労
働
者
の
ざ

わ
め
き
が
聞
こ
え
て
く
る
作
品
だ
。

多
喜
二
は
志
賀
直
哉
の
作
品
に
傾

倒
し
、
一
度
会
い
に
行
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
志
賀
直
哉
は
多
喜
二
の
死

に
触
れ
、
「
実
に
不
愉
快
。
一
度
き

り
会
わ
ぬ
が
自
分
は
小
林
よ
り
よ
き

印
象
を
受
け
好
き
な
り

ア
ン
タ
ン

(

暗
澹)

た
る
気
持
ち
に
な
る
、
不
図

(

ふ
と)

彼
等
の
意
図
も
の
に
な
る
べ

し
と
い
う
気
が
す
る
、
」
と
書
い
た
。

運
河
保
存
運
動
か
ら
観
光
都
市
へ

戦
後
、
小
樽
は
斜
陽
化
し
、
港
は

さ
び
れ
、
60
年
前
に
は
運
河
を
埋
め

立
て
、
道
路
建
設
に
復
興
の
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
運
河

保
存
運
動
が
市
民
の
間
で
高
ま
り
、

論
争
に
10
年
の
歳
月
が
費
や
さ
れ
た
。

結
局
、
運
河
は
半
分
埋
め
立
て
ら
れ

て
残
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
の
論
争
が
小
樽
を
観
光
都

市
と
し
て
民
の
力
に
よ
り
再
生
さ
せ

る
原
動
力
と
も
な
っ
た
。
小
樽
は
歴

史
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
の
全
国
の

さ
き
が
け
と
な
っ
た
の
だ
。

文
化
と
観
光
の
「
心
臓
」
の
ま
ち
へ

歴
史
と
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
機
運
が
市
民
と
行
政
の
双
方

に
醸
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
若
者

も
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
心
強
い
。

小
樽
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
２
０
２
２
で
は

銀
行
街
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
運
河

百
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
若
い
世
代

の
活
躍
が
見
ら
れ
た
。
最
近
で
は
旧

北
海
製
缶
第
３
倉
庫
（
１
９
２
４
年

築
）
の
利
用
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て

お
り
、
今
後
ど
う
活
か
す
か
が
注
目

さ
れ
る
。
昨
年
10
月
に
は
全
国
ま
ち

な
み
ゼ
ミ
小
樽
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

オ
タ
ル
ネ
ク
ス
ト
100
（
２
０
２
４
年

か
ら
）
で
は
堺
町
商
店
街
や
Ｊ
Ｃ

（
青
年
会
議
所
）
の
メ
ン
バ
ー
が
人

口
問
題
な
ど
の
社
会
問
題
を
幅
広
く

議
論
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
と
課
題

多
喜
二
の
視
点
に
よ
り
サ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

を
深
掘
り
す
る
こ
と
で
、
小
樽
の
光
と
影
、

発
展
と
矛
盾
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。

現
代
の
「
民
の
力
」
と
は
、
闘
い
や
抵

抗
の
現
代
的
な
形
態
と
は
何
か
。
多
喜
二

の
軌
跡
と
作
品
は
小
樽
の
可
能
性
と
課
題

の
発
見
へ
の
示
唆
に
富
む
。
多
喜
二
の
観

察
力
、
表
現
力
の
的
確
さ
に
脱
帽
す
る
。

北
海
道
の
「
心
臓
」
と
「
民
の
力
」

～
多
喜
二
の
見
た
小
樽
～

高
野
宏
康
氏

小
樽
商
大
客
員
研
究
員
・
歴
史
民
俗
資
料
学
博
士

地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役

(2)第17号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２４年６月１８日


